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 メディアリリース	
 	
 

	
 

	
 

報道関係者各位	
 

2017 年 4 月 17 日（月）	
 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会	
 

 
ブラインドサッカー体験型授業「スポ育」 

2010 年からの累計体験人数が 10 万人突破！ 

2016 年度は 491 件、20,130 人が体験 

 
	
 平素より、ブラインドサッカーにご厚意を賜り厚く御礼を申し上げます。	
 

	
 NPO 法人日本ブラインドサッカー協会（以下、JBFA）は、小・中学生を対象とした体験型授業「スポ育」

の 2016 年度分の集計を終え、昨年 4 月から今年 3 月末までに、491 件（90 分の 1 コマを 1 件とする）、

20,130 人が参加したことをご報告します。3 年連続で体験者数が 2 万人を超え、事業を開始した 2010 年

9 月から累計で 10 万人を突破。2017 年 3 月までに 2,263 件、100,881 人が体験しました。	
 

	
 「スポ育」は、パラリンピック競技であるブラインドサッカーの要素を用いたダイバーシティ（多様性）

教育プログラムです。内容は講演会や通常の体験会とは異なり、1 件あたり 90 分、20 名から 60 名まで

の参加を基本とし、子ども達全員が視覚に障がいのあるブラインドサッカー選手と触れ合いながら、視覚

をアイマスクで閉じた状態でさまざまなワークショップを行います。実施先からは、障がい者の理解や多

様な個性の尊重、相手の立場に立った声の掛け方などへの気づきを生み出した、と評価をいただいており

ます（実施先からの感想は 3枚目に）。	
 

	
 本事業は、2017 年 4 月現在、10 社のパートナー企業のサポートにより原則無料で実施しています。2016

年度は、関西のスポ育事業にパートナー企業が支援を行うなど、東京オリンピック・パラリンピックへ向

けた障がい者スポーツへの関心が首都圏以外にもひろがっております。	
 

	
 また、2015 年秋からは、約 14 万人が取得している民間資格「サービス介助士」を育成・認定している

公益財団法人日本ケアフィット共育機構と事業提携し、視覚障がい者、聴覚障がい者、車いす利用者な

ど、お手伝いが必要とされる人へのホスピタリティあふれる介助の方法を正しく学ぶ授業「おも活」（お

もてなし・おもいやり活動の略）も実施しています。スポ育を通して楽しく障がい者と出会い、障がい者

への見方が変わった子ども達に「おも活」で介助方法を学んでもらうこれまでにない教育手法で、思いや

りの心や考え方などの広がりにつながった、子ども達が今後の生活へ活かそうと意欲が湧いた、と評価を

いただいております。スポ育実施校向けに、2015 年度は 11 件、2016 年度は 21 件実施しています。	
 

	
 2016 年度のスポ育は、受け入れ可能な件数を大きく上回る約 1.9 倍の申し込みをいただきましたが、

派遣する講師の数やスケジュールなど調整が難しく、お待ちいただくかお断りする状況となっています。

ご要望に応えるためには、講師を務める障がい者アスリートの養成と雇用が急務となっており、より多く

の企業・団体からのサポートを必要としているのが現状です。JBFA では、一人でも多くの子ども達がス

ポ育を体験できるよう、これからも真摯にこの活動に取り組んでまいります。	
 

	
 

＜スポ育実施件数および体験者数の推移＞	
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2016 年度の「スポ育」活動実績	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＜地域別＞	
 

	
 	
 

＜月別＞	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

＜学年別＞	
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実施先からの感想の例	
 

	
 

「僕はブラインドサッカーをやって学んだことがあります。それは『協力すること』です。とくに声かけ

をして、自分が目の見えない人だと思って伝えることの大切さを学びました。僕も人と協力することを心

掛けていきたいと思います。」(東京都	
 小学 4 年生)	
 

	
 

「ブラインドサッカーのことを最初は「難しそう」「大変そう」と思っていたけど、やってみたらすごい

楽しいし、やってよかったと思いました。「相手のことを考えながら」という大切なことも学べたのでう

れしかったです。」（神奈川県	
 小学 5 年生）	
 

	
 

「障がいのある人は出来ないことがあって大変。「サッカーなんて無理だよ」と思っていましたが、工夫

をしたり、練習をたくさんすれば、あれだけ楽しいことができるんだとイメージが変わりました」(東京

都	
 小学 5 年生)	
 

	
 

「今回体験をして、目が見えないということの大変さが分かったし、友達の一言一言が、目の見えない人

にとっては大事な情報や大きな安心感を与えてくれるものだということも知ることが出来ました。」(神

奈川県	
 小学 5 年生)	
 

	
 

「以前福祉学習をしていましたが、障がいのある方と触れ合うのは初めてだったので、子ども達にとって

大変良い機会となりました。」(東京都	
 教諭)	
 

	
 

「この授業を終えて、クラスの中で障がいという言葉をふざけて使うことがなくなりました。障がいをマ

イナスなものと思わなくなったのだと思います。（東京都	
 教諭)	
 

	
 

「ブラインドサッカー体験を通して、障がいのある方への理解を深めるとともに、ブラインドサッカーや

障がい者スポーツへの関心が高まったようです。また機会がありましたらご指導いただきたいです。」(東

京都	
 教諭)	
 

	
 

「ブラインドサッカーをきっかけとして、視覚に障がいを持つ方に実際に接することができ、理解を進め

る契機とすることが出来ました。また、コミュニケーションの大切さや、挑戦することの意味なども、子

ども達は分かってくれたのではないかと思っています。もちろん、教職員にとっても大変良い勉強の機会

となりました。」(兵庫県	
 校長)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 本件に関するお問い合わせ	
 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会	
 事務局	
 

E-mail:	
 media@b-soccer.jp	
 	
 	
 協会ウェブサイト：http://www.b-soccer.jp	
 

住所：〒169-0073	
 東京都新宿区百人町 1-23-7	
 新宿酒販会館 2 階	
 

電話：03-6908-8907	
 FAX：03-6908-8908	
 

	
 


